
 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

美濃加茂市・可児市・坂祝町・富加町・川辺町・七宗町・八百津町・白川町・東白川村・御嵩町 

可茂地区で子育てに関わる皆さま 
一つ学年が上がり、元気よく家を飛び出して学校に向かうお子さんの後ろ姿。ほんの 2

週間前と通学班の集合場所は変わらないのですが、その姿に、何とも言えない成長を感じ、
親として誇らしい気持ちになっておられる方も多いことでしょう。昔から「子育ては親育
ち」と言います。親年齢は、子育ての年齢。子どもと共に学び、親としての自分を向上させ
ていきましょう。私たちの未来を託す子ども達の健やかな成長のために。 
この通信は、可茂地区の「家庭教育」「子育て支援」「家庭教育学級」に関わってくださる

方々に対して、月一度のペースで発行します。可茂地区の子育て情報、家庭教育の参考と
なる取組、時期にあった効果的な活動を伝えることで、家庭教育に関わる皆さんを応援し
ます。この通信を掲示したり、配布したり、一部を引用したりと、他の保護者にも広めてい
ただけるとありがたく思います。子育ての講師紹介、講演依頼（YouTube 配信や Zoom
配信での講演も可）の他、家庭教育に、関して困ったことや知りたいこと、開催の手伝いの
依頼などがありましたら、ご要望にお応えできるように努めます。遠慮なく上記の家庭教
育担当まで、ご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  暖かな日差しに心躍る春。新年度のスタートです！ 

可茂県事務所 振興防災課  
家庭教育推進専門職 安田 早由里  
〒505-8508 
美濃加茂市古井町下古井 2610-1 
TEL：0574-25-3111 内線 208 
FAX：0574-25-3934 

令和５年度 ４月号 

可茂地区家庭教育学級応援通信 

可茂地区トレジャーワード 

家庭教育楽しさ再発見！～関わろう・学び合おう・高めよう～ 

家庭教育学級の対象者

はすべての保護者です。 

家庭教育学級は、子ど

もの育ちによって、様々

な場所で開催されていま

す。 

例 乳幼児学級  

     幼稚園・こども

園・保育園等の

保護者会 

小・中学校の 

PTA等 
    

◇愛情による絆で結ばれた場 

◇常に子どもの心の拠り所となるもの 

◇子どもが生きていくための基礎を培う場 

◇すべての教育の出発点 

◇子どもの健全な身体と人格の発達のために、  

 親またはそれに準ずる大人が子どもに対し 

 家庭で行う教育 

 
◇“子育て”や“しつけ”について学んだり、悩みを話し

合ったりして、親としての成長を確かめる場 

◇家庭教育に携わるものどうしが前向きに子育てに取り組

む元気を与え合う場 

家庭教育学級  保護者の学びの場・保護者どうしの交流の 
場・親子の交流の場 

 

親としての人生を歩んでいるわたしたち。子どもが１歳になれば、それは、親として
の１歳のバースデー。時には、親としてこれでいいのかと悩む日もあります。大丈夫、
それもあなたにとって大切な日々。ともに悩み、ともに学びましょう。子どもが学び成
長するように、大人も学び、成長しましょう。 

 

１／３ 



 

 １ R５へ「みんなで家庭教育」動画 
 可茂県事務所より、YouTubeでオンデマンド配信していま 
す。１０分程度の内容です。家庭教育学級年間計画の立案の参 
考にしてください。（３月中旬～5月中旬 限定公開です。）         

https://youtu.be/AAQE1TZuMfU 
２ R５家庭教育学級リーダー研修会【オンライン開催】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  県庁より配信 

  リーダー研修会で拝聴する、県からの方針説明の資料（プ  

レゼン）がYouTubeで期間限定公開されます。リーダー研 

修会の事前学習として活用できます。お時間のある方はご覧  

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【幼稚園・保育園・こども園家庭教育学級リーダー研修会】 

令和５年 ５月１１日（木）  Ａ．Ｍ １０：００～１１：３０  

※各園もしくは市町村会場にて参加（自宅のパソコンやスマートフォンからの 

参加も可） 

【小・中学校家庭教育学級リーダー研修会】 

令和５年 ５月１２日（金）  Ｐ．Ｍ １４：００～１５：４５  

  ※各小・中学校会場にて参加（自宅のパソコンやスマートフォンからの参加 

も可） 

https://youtu.be/e9R6dh_hz9M 
 

注意：視聴者を限定した、YouTubeによるオンデマンド配信とします。著作権保護のため、ダ 
ウンロードや録画・録音、受講対象者以外への再配付はしないでください。 
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＜リーダーさんの仕事スタート！＞ 

https://youtu.be/e9R6dh_hz9M


 

必要に応じて、年度途中で計画を見直したり、変更したりすることがあるかもし
れません。状況に応じて柔軟な対応を！ 

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
沿
っ
て
、
計
画
の
立
案
や
見
直
し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

家庭教育学級とは 
 岐阜県家庭教育支援条例には、「家庭はすべての教育の出発点」とあります。家庭

教育学級は、家庭での子育ての責任者である保護者を対象とする「親の学びの場」で

す。親自身が学び成長するとともに、学びを通して子育ての仲間を作り、そのネット

ワークを広げることをめあてに取り組みます。 

 家庭教育学級は、「こうであらねばならない」という決まったものはありません。

学校や園の先生、市の家庭教育担当者の支援を得ながら、楽しくやりがいのある家庭

教育学級を創り上げましょう。 

＜家庭教育学級・計画立案のポイント＞ 

家庭教育学級５つの型   これらの型をバランスよく、取り入れましょう。 

A 園・学校行事参加型（授業参観、PTA諸活動、入学説明会、先輩に学ぶ等） 
B 体験活動参加型（ヨガ・アレンジメント・施設見学会等） 
C 講演会型（テーマに即した講師を依頼し、専門的な話を聴く。） 

 D 子育てサロン型（小グループで和気あいあいと、互いの経験や悩みなどを交流 
する。） 

 E 在宅取組型（「話そう！語ろう！わが家の約束」運動・ICT動画の活動等） 

 チェック 

 
家庭教育学級計画立案チェック 

１ □ 
 今年度のテーマを決定しましょう。（家庭教育学級は、「親の学びの場」

です。年間を通して何を大切にしていくか、どんな姿を目指すかという

視点で考えましょう。）※テーマの例：楽しく子育て！ 深めよう親子

の絆！ 

２ □ 
 計画の中に、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動を位置付けまし

ょう。また、年間のテーマと活動をつなげる工夫をしてみましょう。 

３ □ 
 開催日時や会場は、できるだけ保護者が参加しやすいように設定し

ましょう。 

４ □ 
 講演会 ＋ 在宅取組など、型を組み合わせた学習形態を工夫してみ

ましょう。（最近では、子育てサロン型 や 在宅取組型 が推奨されて

います。） 

５ □ 
 学習内容は、参加者の「学ぶべきこと」「学びたいこと」の両方を考

慮した内容を取り入れましょう。（年度途中での変更もできるように柔

軟に。） 

６ □ 
 学習内容に応じた講師（指導者）を選びましょう。講師依頼は、スム

ーズにできそうですか。（お困りの時は、担当者にお問い合わせくださ

い。） 

７ □ 
 参加意欲をもってもらえる開催案内、学習のまとめなどの広報活動

を、誰がどのように行っていくか相談しておきましょう。 

８ □ 
 家庭教育学級運営マニュアル「みんなで子育て」（令和改訂版）や、

家庭教育プログラム「みんなで子育てⅡ・３・Ⅳ」を活用できそうです

か。 
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